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東ア ジア の 大気質へ の 三 宅 島起源硫 酸 エ ア ロ ゾル の 影響

梶野瑞王
＊ ・植田洋匡 （京大防災研）・薩摩林光 （長 野県衛生公 害研）

　　　　　　　　 An 　Junhng （ADORC ・中国大気物理研）

1． は じめ に

　2000年 7 月か ら現在 に至 るまで三宅島火山 （東

京都 の 南約 200km ）の 噴火に よ り放出されて い る

二 酸化硫黄は、中国全土の 総排嵐量の 約半分に匹

敵し、その 酸化に よ り生 じた硫酸エ ア ロ ゾ ル は極

東ア ジア の 大気質を変化 させ て い ると考え られ

る。本研究で は、中部山岳地帯国設八方尾根酸性

雨測定所 （標高 1850m）で得 られたエ ア ロ ゾ ル 水

溶性成分 の 観測結果と、領域エ ア ロ ゾル モ デ ル を

用い た計算か ら、三宅島起源 の硫酸 エ ア ロ ゾ ル の

動態を解析 した 。

2． 数値 モ デル と観測

　数値モ デル は気 象 モ デ ル MM5 、輸送モ デル

RAQM 、ガス エ ア ロ ゾル 平衡モ デル SCAPE2 を

連携 し、ガ ス
、

エ ア ロ ゾル 、hydxometeorsの 発

生、変質、輸送、沈着、揮発性物質の パ ー
テ ィ シ

ョ ン を計算して い る 。 観測 は、エ ア サ ン プラ
ー

で

テ フ ロ ン フ ィ ル タ上 へ の エ ア m ゾル の採 取と、IC

法に よる水溶性成分分析で ある（1999 年 8月〜）。

3． 結果

・二 酸化硫黄の イ ン プ ッ トは 、 気象庁地震火山部

の COSPEC に よる放出量測定 と 、 噴煙高度の 測

定量 を平滑化 したデー
タを使用 した （図省略）。

・図 1 は 2901 年春の 観測結果で あ る 。

・5 月 26 日の ピー
クは大陸起源の硫酸が 主 で あ っ

た．モ デ ル で は ピ蝓
クは再現 したが過小評価で あ

っ た 。
こ れ は 、 黄砂上 で 起こ る SO2 の 酸化反応

の 影響が原因 と考え られる （図 2左）。
・5H30 日の ピ

ー
クは三 宅協起源の 硫酸 であ っ た 。

モ デル は良 く再現 した （図 2 右）。こ の とき、芝

宅島起源 の 硫酸は人 為起源 の 硫酸の お よそ 9− 10

倍存在 し （図 3）、ア ン モ ニ ア は通常 の 2倍 エ ア ロ

ゾ ル 相 に固定 （図 4）、その 直後の 降水は 三宅島の

影響で pH4 ．4 か ら pH3 ．6 に酸化 され て い た。
・2001 年 5 月 には大陸起源 の 硫酸 と三 宅 島起源

の 硫 酸が 同程度存在 し た。 it
°・一一ク出現時に は どち

らの 気塊中の エ ア ロ ゾル も強 く酸化 され 、硫酸 ミ

ス トや NH4HSO4 を含む酸性 エ ア ロ ゾル として

存在 して い た （図 5）。
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図 1 八 方尾根で の 硫酸 エ ァ ロ ゾル 濃度時系列
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図 2 左 は 5 月 26 日の 大陸起源硫酸 エ ア ロ ゾル

　　右は 5月 30 日の 三宅島起源硫酸 エ ア ロ ゾ ル
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図 3 火 山起源 と大陸起源

　の 硫酸濃度の 比（5〆30）
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図 5 硫酸と ア ン モ ニ

　　ア の バ ラン ス
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図 4 ア ン モ ニ ア の 時系列。棒は観測値、折れ線

　は、三宅島をそれ ぞれ考慮 した場合と し な か っ

　た場合の 計算値。
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